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 講座名  果 樹 総 論   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）  16時間（１単位）  

授業形態（○記入

）  

講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

果 樹 園 芸 の 概 要 と 生 育 過 程 に お け る 生 理 特 性 な ど  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間）  果 樹 生 産 の 動 向 、 農 大 ほ 場 の 観 察  

 第２回（ 4時間）  各 器 官 の 成 長 と 果 実 生 産 な ど  

 第３回（ 4時間）  果 樹 栽 培 適 地 、 年 間 の 栽 培 管 理 な ど  

 第４回（ 4時間）  果 樹 栽 培 適 地 、 年 間 の 栽 培 管 理 な ど  

  

  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

〇 果 樹 園 芸 学 の 基 礎  農 文 協  

 

 到達目標   

果 樹 全 般 に 共 通 す る 栽 培 適 地 の 条 件 や 一 年 間 の 生 育 な ど に つ い て 理 解 し 、
果 樹 の 栽 培 管 理 に 関 す る 基 本 的 な 事 項 を 習 得 す る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

〇 レ ポ ー ト  ○ 出 欠 状 況  ○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、 講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、 評 価 は レ ポ ー ト 等 の 成
績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0点 法 に よ
り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評 価 5 0点
以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。 成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合 格 と
な っ た 科 目 に つ い て 、 本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。 追 試 験 は 原
則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  ナ シ 栽 培   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）  32時間（２単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

ナ シ の 品 種 、 生 理 特 性 、 栽 培 管 理 、 経 営 上 の 特 徴 、 先 進 地 の 事 例 紹 介  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 講 義 ： 原 産 と 来 歴 、 ナ シ の 生 理 特 性 、 適 地 条 件 、  

品 種 特 性 と そ の 選 択 、 経 営 上 の 特 徴  

 第２回（ 4時間） 講 義 ： 樹 形 や 仕 立 て 方 、 棚 栽 培 の 特 性 、 新 技 術 の 紹 介 、  

   栽 培 管 理 （ 摘 蕾 ・ 受 粉 ・ 摘 果 ・ 収 穫 判 断 ）  

 第３回（ 4時間） 見 学 ： 県 内 主 要 産 地 等 の 見 学  

 第４回（ 4時間） 講 義 ： 栽 培 管 理 （ せ ん 定 ・ 芽 か き ・ 摘 心 ・ 誘 引 ）  

第５回（ 4時間） 実 習 ： 豊 水 の せ ん 定   

第６回（ 4時間） 実 習 ： 幸 水 の せ ん 定   

第７回（ 4時間） 実 習 ： あ き づ き の せ ん 定  

第８回（ 4時間） 講 義 ： 土 づ く り 、 水 管 理 、 病 害 虫 防 除  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

使 用 教 科 書 ： 図 解 よ く わ か る ナ シ 栽 培 （ 創 森 社 ： 川 瀬 信 三  著 ）  

自 作 資 料 :上 記 の 教 科 書 お よ び 農 業 技 術 体 系 （ 農 文 協 ） な ど を 参 考 に 作 成  

 

 到達目標   

ナ シ 栽 培 に 必 要 な 基 本 的 事 項 の 理 解 と 習 得 を 促 し 、ナ シ 栽 培 に 関 心 を 持 っ て
も ら う 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況  ○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  ブ ド ウ 栽 培   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）  32時間（２単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

ブ ド ウ の 生 理 、栽 培 方 法 等 の 基 礎 知 識 を 学 ぶ と と も に 栽 培 す る 上 で 必 要 な 技

術 の 習 得 を 図 る 。（ ブ ド ウ の 品 種 、 生 理 特 性 、 栽 培 管 理 、 経 営 上 の 特 徴 、 先

進 地 の 事 例 紹 介 ）   
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 講 義 ： 品 種 と 生 育 特 性  

 第２回（ 4時間） 講 義 ： ブ ド ウ の 仕 立 て 方 と 台 木   

 第３回（ 4時間） 見 学 ： 休 眠 期 か ら 開 花 結 実 の 管 理  

 第４回（ 4時間） 講 義 ： 開 花 期 ～ 果 粒 肥 大 期 の 管 理  

第５回（ 4時間） 実 習 ： 整 枝 剪 定  

第６回（ 4時間） 講 義 ： 果 粒 軟 化 期 ～ 収 穫 期 の 管 理  

第７回（ 4時間） 実 習 ： 醸 造 用 ブ ド ウ と 病 害 虫  

第８回（ 4時間） 講 義 ： 生 理 障 害 と 対 策  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

図 解  よ く わ か る ブ ド ウ 栽 培  【 著  小 林 和 司 】  

 

 到達目標   

○ ブ ド ウ の 品 種 に つ い て 基 礎 的 な 知 識 が 身 に つ い て い る 。  
 ○ ブ ド ウ の 生 理 生 態 に つ い て 基 礎 的 な 知 識 が 身 に つ い て い る 。  
 ○ ブ ド ウ 栽 培 に お け る 基 礎 的 な 知 識 や 栽 培 技 術 が 身 に つ い て い る 。  
 ○ 県 内 に お け る ブ ド ウ の 産 地 形 成 や 経 営 に つ い て 理 解 が で き て い る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況  ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  モ モ 栽 培   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）  16時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

モ モ の 品 種 、 生 理 特 性 、 栽 培 管 理 、 経 営 上 の 特 徴 、 先 進 地 の 事 例 紹 介  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） モ モ 栽 培 の 基 本 、 開 園 、 有 望 品 種  

 第２回（ 4時間） 休 眠 期 、 開 花 ・ 結 実 期 、 幼 果 期 の 作 業  

 第３回（ 4時間） 果 実 肥 大 期 、 収 穫 期 、 収 穫 後 の 作 業  

 第４回（ 4時間） 剪 定 作 業 実 習 、 病 害 虫 ・ 生 理 障 害  

  

  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

基 礎 か ら わ か る お い し い モ モ 栽 培 （ 農 文 協 ： 富 田 晃 ）  

 

 到達目標   

 ○ モ モ の 生 理 生 態 に つ い て 基 礎 的 な 知 識 が 身 に つ い て い る 。  
 ○ モ モ の 栽 培 に つ い て の 基 礎 的 な 知 識 や 栽 培 技 術 が 身 に つ い て い る 。  
 ○ モ モ の 産 地 形 成 や 経 営 に つ い て 理 解 が で き て い る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況  ○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  カ キ 栽 培   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）  16時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

カ キ の 生 理 特 性 、 栽 培 面 積 、 品 種 、 仕 立 て 方 、 栽 培 管 理 、 病 害 虫 、 先 進 地 の
事 例 紹 介  

 
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 講 義 ： 生 理 特 性 と 栽 培 面 積 、 品 種 、 仕 立 て 方  

 第２回（ 4時間） 講 義 ： 栽 培 管 理 (枝 管 理 、 着 果 管 理 な ど )  

 第３回（ 4時間） 講 義 ： 栽 培 管 理 （ 剪 定 な ど ） 、 病 害 虫   

 第４回（ 4時間） 校 外 学 習 ： 今 津 カ キ 産 地 の 概 要 、 剪 定 実 習  

  

  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

〇 図 解 よ く わ か る カ キ 栽 培 （ 創 森 社 ）  

〇 自 作 資 料  

 

 到達目標   

カ キ 栽 培 に 必 要 な 基 本 的 事 項 の 理 解 と 習 得 を 促 し 、カ キ 栽 培 に 関 心 を 持 っ て
も ら う 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況  ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  イ チ ジ ク 栽 培   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）  16時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

 イ チ ジ ク の 栽 培 状 況 、 品 種 や 生 理 生 態 、 栽 培 管 理 と 病 害 虫 、  

経 営 上 の 特 徴 、 先 進 地 の 事 例 紹 介 、 栽 培 管 理 の 実 習  等  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） ・ 栽 培 管 理 の 実 習 （ 挿 し 木 な ど ）  

・ イ チ ジ ク の 歴 史 、 特 徴 、 品 種 、 用 途 、 産 地 と 生 産 量 、 作 型

等  

 第２回（ 4時間） イ チ ジ ク の 栽 培 方 法 と 病 害 虫  

 第３回（ 4時間） 先 進 地 の 事 例 紹 介 お よ び 現 地 見 学  

 第４回（ 4時間） ・ イ チ ジ ク の 新 規 開 園 に あ た っ て 、 経 営 上 の 特 徴  等  

・ 模 擬 試 験  

第５回（ 4時間）  

第６回（ 4時間）  

第７回（ 4時間）  

第８回（ 4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

○ 『 イ チ ジ ク の 作 業 便 利 帳 』  農 文 協  

○ 滋 賀 県 農 業 経 営 ハ ン ド ブ ッ ク  

 

 到達目標   

○ イ チ ジ ク の 生 理 生 態 等 に つ い て の 基 礎 的 な 知 識 が 身 に つ い て い る 。  
 ○ イ チ ジ ク の 栽 培 に つ い て の 基 礎 的 な 知 識 や 栽 培 技 術 が 身 に つ い て い る 。 
 ○ イ チ ジ ク の 産 地 形 成 や 経 営 に つ い て 理 解 が で き て い る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ テ ス ト  ○ 出 欠 状 況  ○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  607 
 

 講座名  ブ ル ー ベ リ ー 栽 培   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）  16時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

 ブ ル ー ベ リ ー の 品 種 、 生 理 特 性 、 栽 培 管 理 、 経 営 上 の 特 徴 、 先 進 地 の 事 例

紹 介  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 講 義 ： 生 理 特 性 、 経 営 上 の 特 性 等  

 第２回（ 4時間） 講 義 ： 栽 培 管 理  

 第３回（ 4時間） 模 擬 試 験 ・ 現 場 実 習 ： 摘 花 等  

 第４回（ 4時間） 校 外 学 習 ： 先 進 経 営 体 の 視 察  

第５回（ 4時間）  

第６回（ 4時間）  

第７回（ 4時間）  

第８回（ 4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

以 下 の 文 献 等 を 参 考 に 自 作 資 料  

ブ ル ー ベ リ ー の 作 業 便 利 帳 （ 農 文 協 ）  

 

 到達目標   

○ ブ ル ー ベ リ ー の 生 態 が 理 解 で き る  
○ ブ ル ー ベ リ ー を 経 営 品 目 と す る 際 の ポ イ ン ト が 理 解 で き る  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況  ○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 の 成 績 の
ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0点 法 に よ り 、 5
0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評 価 5 0点 以 上 の
科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合 格 と な っ た 科
目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は 原 則 １ 回 と し
、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  各 種 果 樹 栽 培   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）  16時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

 ウ メ 、 ス モ モ 、 オ ウ ト ウ 、 カ ン キ ツ 類 等 の 栽 培 概 要  

先 進 地 の 事 例 紹 介  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） カ ン キ ツ 類 等 の 栽 培 適 地 、栽 培 に 適 す る 気 象 条 件 等 に つ い て  

 第２回（ 4時間） ウ メ の 結 果 習 性 、 栽 培 管 理 に つ い て  

 第３回（ 4時間） ス モ モ 、 オ ウ ト ウ の 結 果 習 性 、 栽 培 管 理 に つ い て  

 第４回（ 4時間） カ ン キ ツ 類 、 キ ウ イ の 結 果 習 性 栽 培 管 理 に つ い て  

第５回（ 4時間）  

第６回（ 4時間）  

第７回（ 4時間）  

第８回（ 4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

 〇 果 樹 栽 培 の 基 礎 （ 農 文 協 ）  

 

 到達目標   

○ 上 記 果 樹 類 に つ い て 結 果 習 性 と 栽 培 管 理 に つ い て 基 礎 的 な 知 識 が 身 に つ
い て い る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況  ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  植 物 保 護   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    16時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

作物保護の重要性，病 気 の 基 礎 知 識 ，伝 染 方 法 ，病 害 の 原 因 と 診 断 ，病 害 の 発

生 と 環 境 条 件 ， 害 虫 の 生 態 、 防 除 対 策 、 作 物 保 護 の 手 段  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 作物保護の重要性、植物病理学、応用昆虫学とは  

 第２回（ 4時間） 病害の伝染・病害の発生と環境条件病害の発生と環境条件・病害の診

断作物保護の手段  

 第３回（ 4時間） 各 種 害 虫 防 除 法 と 殺 虫 剤 抵 抗 性  

主 要 な 農 業 害 虫 の 生 態 と 生 態 を 考 慮 し た 防 除 技 術  

 第４回（ 4時間） 基 本 的 な 病 害 虫 管 理 手 法 と 総 合 的 病 害 虫 防 除 （ I P M） の 概 念  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

・ 自 作 資 料 （ 参 考 図 書 ： 「 植 物 防 疫 講 座 （ 病 害 、 害 虫 ・ 有 害 動 物 編 ） 」 日 本

植 物 防 疫 協 会 、 「 現 代 応 用 昆 虫 学 」 朝 倉 書 店  他 ）  

・ 減 農 薬 害 虫 防 除 D V D（ 農 文 協 ）  
 

 到達目標   

○ 作物保護の重要性について理解することができる  

○ 各種作物の病害、虫害の種類、生態に関することが理解できる  

○ 病害虫の発生生態と環境条件，病害虫の診断について理解することができる  

○ 作物保護のさまざまな手段について理解することができる  
 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況  ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は ，講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら ，評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か ， 出 席 日 数 ， 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り ， 5 0点 以 上 を 合 格 と し ， 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お ， 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て ，本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し ， 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  果 樹 病 害 虫   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）  16時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

○ 病 害 虫 の 基 礎 知 識 と 防 除 対 策  

○ 農 薬 の 知 識 と 適 正 使 用  

○ 主 要 病 害 の 診 断 と 総 合 的 防 除 方 法  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 代 表 的 な 病 害 の 被 害 と 診 断 、病 原 菌 の 生 態 や 発 生 条 件 と 対 策  

 第２回（ 4時間） 農 薬 の 適 正 使 用 、 防 除 の 考 え 方 に つ い て  

 第３回（ 4時間） 薬 剤 抵 抗 性 に つ い て  

 第４回（ 4時間） I P M、 環 境 こ だ わ り 農 産 物 に つ い て  

第５回（ 4時間）  

第６回（ 4時間）  

第７回（ 4時間）  

第８回（ 4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

○ 令 和 ８ 年 度 版 果 樹 防 除 暦 （ 滋 賀 県 果 樹 組 合 連 合 会 ）  

○ 平 成 ８ 年 度 農 作 物 病 害 虫 雑 草 防 除 基 準  

○ 環 境 こ だ わ り 農 業 営 農 技 術 指 針  

○ 自 作 資 料 （ I P Mに つ い て 、 農 薬 の 調 整 法 、 農 薬 の 剤 型 、 薬 剤 抵 抗 性 等 ）  
 

 到達目標   

○ 果 樹 病 害 虫 に つ い て の 基 礎 的 な 知 識 が 身 に つ い て い る 。  
○ 総 合 的 な 病 害 虫 防 除 対 策 に つ い て 基 礎 的 な 知 識 が 身 に つ い て い る 。  
○ 農 薬 を 適 正 に 使 用 で き る 知 識 が 身 に つ い て い る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況  ○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  果 樹 経 営   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）  16時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

１ ． 果 樹 経 営 の 特 徴 に つ い て  

２ ． 全 国 の 先 進 事 例 研 究  

３ ． 果 樹 経 営 収 益 性 に い て  

４ ． 経 営 計 画 の 模 擬 作 成  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 果 樹 経 営 の 特 徴 に つ い て 、 全 国 の 先 進 事 例 研 究  

 第２回（ 4時間） 全 国 の 先 進 事 例 研 究  

 第３回（ 4時間） 果 樹 経 営 収 益 性 の 計 算 演 習（ 経 営 ハ ン ド ブ ッ ク を 用 い た 経 営

計 算 演 習 ）  

 第４回（ 4時間） 果 樹 園 経 営 計 画 の 作 成 （ 模 擬 ）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

〇 全 国 果 樹 技 術 ・ 経 営 コ ン ク ー ル 受 賞 者 概 要  

〇 滋 賀 県 経 営 ハ ン ド ブ ッ ク  

 

 到達目標   

〇 全 国 の 先 進 事 例 研 究 に よ り 、 自 ら の 経 営 に 生 か す べ き 点 を 明 確 に す る 。  
〇 計 算 演 習 を 通 じ て 、 果 樹 経 営 の 収 益 最 大 化 の 方 策 を 理 解 す る 。  
〇 県 内 外 の 先 進 事 例 研 究 に よ り 、 就 農 計 画 に 活 か す べ き 内 容 を 学 び 取 る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 授 業 中 に 作 成 す る レ ポ ー ト  ○ 出 欠 状 況  ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 授 業 ご と に 提 出 す
る レ ポ ー ト 等 の 成 績 の ほ か 、出 席 日 数 、受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す
る 。 1 0 0点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お
、成 績 評 価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未
満 で 不 合 格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り レ ポ ー ト の 再 提
出 を 行 う 。 再 提 出 は 原 則 １ 回 と し 、 再 提 出 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  専 攻 演 習 （ ゼ ミ ナ ー

ル ） Ⅰ  

 担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  

 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    32時間（１単位）  

授業形態 (○記入）  講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

① 選 定 し た 課 題 に つ い て 文 献 を 収 集 ・ 整 理 し 、 論 点 整 理 を す る と と も に  

発 表 討 議 を 行 う 。  

② 技 術 ・ 経 営 に つ い て 検 討 を 加 え 、 常 に 問 題 意 識 を 持 つ よ う に 努 め 、  

発 表 力 の 向 上 を 図 る 。  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第 1～ 8回  

(32時間）  

１ 年 次 に お い て 選 定 し た 課 題 に つ い て 、 文 献 を 収 集 ・ 整 理

し 、 論 点 整 理 を す る と と も に 、 発 表 討 議 を 行 う 。  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

な し  

 

 到達目標   

課 題 を 発 見 し 、 解 決 に 向 け た 情 報 収 集 、 整 理 し て 取 り 組 む こ と が で き る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 授 業 態 度  〇 出 席 日 数  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、 演 習 科 目 で あ る こ と か ら 、 評 価 は 成 果 物 、 出 席 日 数 、 受 講 態
度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。  
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 講座名  専 攻 演 習 （ ゼ ミ ナ ー

ル ） Ⅱ  

 担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  

 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    32時間（１単位）  

授業形態 (○記入）  講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

① 選 定 し た 課 題 に つ い て 文 献 を 収 集 ・ 整 理 し 、 論 点 整 理 を す る と と も に  

発 表 討 議 を 行 う 。  

② 技 術 ・ 経 営 に つ い て 検 討 を 加 え 、 常 に 問 題 意 識 を 持 つ よ う に 努 め 、  

発 表 力 の 向 上 を 図 る 。  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第 1～ 8回  

(32時間）  

２ 年 次 に お い て 選 定 し た 課 題 に つ い て 、 文 献 を 収 集 ・ 整 理

し 、 論 点 整 理 を す る と と も に 、 技 術 ・ 経 営 に つ い て 検 討 を

加 え 、 発 表 力 の 向 上 を 図 る 。  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

な し  

 

 到達目標   

課 題 を 発 見 し 、 解 決 に 向 け た 情 報 収 集 、 整 理 し て 取 り 組 む こ と が で き る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 授 業 態 度  〇 出 席 日 数  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、 演 習 科 目 で あ る こ と か ら 、 評 価 は 、 成 果 物 、 出 席 日 数 、 受 講
態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。  
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 講座名  実 習 お よ び プ ロ ジ ェ

ク ト 学 習 Ⅰ  

 担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  

 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    448時間（ 14単位）  

授業形態 (○記入）  講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

農 作 物 栽 培 の 基 本 技 術 を 習 得 す る と と も に 自 ら の 経 営 計 画 に 基 づ く 実 践 的

技 術 や 専 門 知 識 の 理 論 づ け を 行 い 各 自 が プ ロ ジ ェ ク ト と し て ま と め る 。  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第 1～ 112回  

(448時間）  

１ 年 次 に お い て 、 自 身 が 定 め た 専 攻 で 、 農 作 物 の 基 本 技 術

を 習 得 す る 。  

  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

な し  

 

 到達目標   

課 題 解 決 に 向 け た 取 り 組 み を 実 施 す る こ と が で き る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 授 業 態 度  〇 出 席 日 数  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、 実 習 科 目 で あ る こ と か ら 、 評 価 は 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮
し て 総 合 的 に 評 価 す る 。  
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 講座名  実 習 お よ び プ ロ ジ ェ

ク ト 学 習 Ⅱ  

 担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  

 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生   １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）  544時間（ 17単位）  

授業形態 (○記入）  講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

農 作 物 栽 培 の 基 本 技 術 を 習 得 す る と と も に 自 ら の 経 営 計 画 に 基 づ く 実 践 的

技 術 や 専 門 知 識 の 理 論 づ け を 行 い 各 自 が プ ロ ジ ェ ク ト と し て ま と め る 。  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第 1～ 136回  

(544時間）  

２ 年 次 に お い て 、 自 ら の 経 営 計 画 に 基 づ く プ ロ ジ ェ ク ト の

実 施 お よ び 取 り ま と め を 行 う 。  

  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

な し  

 

 到達目標   

課 題 解 決 に 向 け た 取 り 組 み を 実 施 す る こ と が で き る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 授 業 態 度  〇 出 席 日 数  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、 実 習 科 目 で あ る こ と か ら 、 評 価 は 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮
し て 総 合 的 に 評 価 す る 。  
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 講座名  卒 業 論 文   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）  160時間（５単位）  

授業形態 (○記入）  講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

① プ ロ ジ ェ ク ト の 内 容 の 検 討 と 課 題 の 決 定  

② 課 題 解 決 し 、 プ ロ ジ ェ ク ト と し て と り ま と め る  

③ 報 告 会 で の 発 表 と 論 文 と し て 発 刊 す る  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第 1～ 40回  

(160時間）  

内 容 の 検 討 、 課 題 の 決 定 、 と り ま と め と 発 表  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

な し  

 

 到達目標   

課 題 解 決 に 向 け た 取 り 組 み を 分 か り や す く 発 表 す る こ と が で き る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 授 業 態 度  〇 出 席 日 数  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、 演 習 科 目 で あ る こ と か ら 、 評 価 は 、 成 果 物 、 出 席 日 数 、 受 講
態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。  

 
 

 


